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　　　　75,567 人（－ 37）
男　　　37,578 人（－８）
女　　　37,989 人（－ 29）
世帯数　30,788 世帯（＋ 15）
（　）内は前月との比較

人の動き【2018/8/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生 39  　    転入 179　

死亡 85　      転出 170　

昨年 12 月に北小学校で行われた防災訓練

特
集　

防
災
力
は
地
域
力



日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た

時
、
あ
な
た
は
ど
こ
で
、

何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？

　

発
生
時
刻
は
、午
後
２
時
46
分
。

　

石
岡
市
は
震
度
６
弱
。

　
「
学
校
か
ら
帰
る
途
中
だ
っ
た
」

「
勤
務
中
、
出
先
で
仕
事
を
し
て

い
た
」「
家
で
家
族
の
帰
り
を
待
っ

て
い
た
︱
︱
」

　

大
き
い
揺
れ
が
長
く
続
き
、
家

の
中
で
は
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
類
が

割
れ
、
屋
根
の
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
落
ち
、
市
内
全
域
で
停
電
、
断

水
す
る
状
況
が
、
３
～
７
日
間
続

東 知っておきたい
防災のはなし

■  東日本大震災の時を思い出してみる。
■  「不安なこと」を家族や友だちと話してみる。
■  そこから始まる、防災意識。

今後 30 年以内に
茨城県で発生する
地震の発生確率を
ご存知ですか？

※繰り返し発生する地震
　　　　　　以外の地震

70%

茨城県沖の地震

水戸で震度６弱以上の揺れ

81%
防災のはなし？
どうせ石岡では
大した災害は、
起こらないよ～

山も湖も恋瀬川もある石岡市。
土砂災害や洪水被害も

無関係ではありません。

【特集】　防災力は地域力　問防災対策課　☎ 23-1111（内線 258）

そこで、今年度
は洪水ハザード
マップを更新予
定です。

₁₂₃

₄

₅

₆

9 月 11 日㊋は 1 分間の防災訓練　―「シェイクアウト訓練」

※繰り返し発生する地震
　　　　　　以外の地震

ドンッ

▶この訓練は、地震発生を想定し、防災行政
無線から訓練開始の放送後、各自がその場で 1
分間「まず低く、頭を守り、動かない」の３つ
の 安 全 確 保 を
行う訓練です。

昨年 10 月、あらゆる自然
災害発生時の対応方法を 1
冊にまとめた防災ハンド
ブックも完成しました。
市内避難所や給水場
所など役立つ情報が
充実！ぜひご活用く
ださい！

※防災ハンドブックは昨年 10 月の広報紙の折り込みで配布したほか、本庁 防災対策課または支所 総務課で配布しています。

電子書籍からも！

▶防災行政無線から訓練放送（緊急地震速報）
が流れます。
【訓練日時】９月 11 日㊋午前 10 時（約１分間）
【情報伝達手段】①防災行政無線　

　　　　　　　  ②メールマガジン　
　　　　　　　  ③ホームページ

広報いしおか９月１日号　№３１０　　　２　　　　　　　

いしおか恋瀬姫

※年度末に全戸配布
　予定です

満喫うさぎ
カイ

嗜みうさぎ
モモア地震調査研究推進本部ＨＰ



き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る

  

災
害
に
ど
う
対
応
す
る
？

　

水
戸
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、

東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23

年
に
は
震
度
１
以
上
が
１
２
６
０

回
記
録
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
次
第

に
収
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

23
年
以
前
に
比
べ
て
活
発
な
状
態

が
続
い
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
28
年
は
震
度

１
以
上
が
99
回
観
測
さ
れ
、
私

た
ち
は
小
さ
な
揺
れ
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
は
、
比
較
的
、
災
害

が
少
な
い
地
域
で
す
が
、
日
本

全
国
を
見
れ
ば
未
曾
有
の
災
害

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
が
起
こ

ら
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

起
こ
ら
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ

に
も
な
い
の
で
す
。

　

平
成
23
年
以
降
、
石
岡
市
で
は

地
域
防
災
計
画
や
市
民
向
け
の
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
企
業
と

の
防
災
協
定
の
締
結
も
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
市
や
各
地
区
で
の

防
災
の
取
り
組
み
か
ら
、
防
災
力

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

\ いざという時、力を合わせて /

企業・団体・自治体と
　防災協定を結びました
▶災害時に企業や団体と迅速に連携し、復
旧・復興活動を行うため、石岡市では、物
資調達、医療救護、復旧活動などに関する
39 の防災協定を結んでいます。

▶災害時は口腔衛生状態が悪化しやすく、
その結果、肺炎やインフルエンザなどの感
染症につながります。そのため口腔ケアは
非常に重要です。
　石岡市では、平成 28 年 3 月に石岡市歯
科医師会と「災害時の歯科医療救護につい
ての協定」を締結していましたが、今回、
この協定の実効性を高めるために同会防災
プロジェクトチームが作成・編集した「歯
科医療救護計画」が、市に提出されました。
　これは県内でも先進的な取り組みで、歯
科医療救護・口腔ケア・身元確認の 3 チー
ムの業務内容や他団体との連携などについ
て取り決められています。

７
12
災害時の歯科医療救護の
　実効性を高めるために

▶地域貢献型電柱広告とは、東電
タウンプランニング株式会社が行
う広告事業。賛同する広告主の電
柱広告の一部を地域貢献として提
供してもらい、避難所案内などの
公共情報を表示するもので災害時
に円滑な避難行動につなげます。

７
５

電柱の広告看板に
　避難所案内を表示する協定

光安寺橋（片野）に河川監視カメラを設置

▶市では、光安寺橋付近が台風等の大雨時に最
も越水の危険が高いため、8 月 10 日から河川
監視カメラを運用しています。
　住民の皆さんに早めの情報提供を行い、「災
害時の逃げ遅れゼロ」につなげ、災害に強く安
心して暮らせるまちを目指します。

▲電柱に共架した河川監視カメラ（監視カメラからの見え方）

▶平成 25 年度から 2 年をかけて石岡地区に防
災行政無線を設置しました。有事や気象などの
災害情報を放送していますが、放送内容が気象
条件等により聞き取れなかった場合には電話で
確認できる無料テレフォンサービスをご利用く
ださい。
　24 時間、利用可能です（一部ＩＰ電話は利
用できないことがあります）

0120-99-6907
（通話料無料）

防災無線の内容が聞き取れなかったら…

　　　　　　　３　　　広報いしおか９月１日号　№３１０

◀根本副市長に計画書
を手渡す、石岡市歯科
医師会専務理事　吉田
敏男氏（写真左）



帯
数
お
よ
そ
１
０
４
０

世
帯
の
林
地
区
。

　

こ
こ
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
な
ど
の
12
団
体
と
連
携

し
、
防
災
倉
庫
点
検
や
学
区
内
防

災
マ
ッ
プ
作
成
と
い
っ
た
防
災
活

動
を
積
極
的
に
行
う
林
小
学
校
区

自
主
防
災
会
（
市
村
茂
雄
会
長
）

が
あ
り
ま
す
。

■ 

連
携
の
き
っ
か
け
は

　

平
成
28
年
度
、
林
小
学
校
は
茨

城
県
の
「
地
域
と
学
校
が
連
携
し

た
防
災
教
育
事
業
」
の
モ
デ
ル
校

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
保

護
者
と
地
域
の
人
々
が
関
わ
り
な

が
ら
防
災
教
育
を
行
う
と
い
う
も

の
で
、
児
童
自
ら
地
域
の
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
ほ
か
、
10
月

末
に
は
地
域
・
学
校
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
防
災
訓
練
も
行
わ

れ
、
当
日
は
５
０
０
人
を
越
え
る

住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
防
災
訓
練
が
、
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
各
団

体
と
連
携
す
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
当
時
、

防
災
訓
練
の
準
備
に
あ
た
っ
た
市

塚
因ち

な
みさ
ん（
林
地
区
長
会 

会
長
）。

　
■
つ
な
が
る
と
、

　

み
ん
な
い
き
い
き
す
る

　
「
防
災
訓
練
を
行
う
ま
で
は
、

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
特

に
付
き
合
い
は
な
か
っ
た
わ
け
で

す
よ
。
そ
れ
で
も
、
こ
ち
ら
の
意

図
を
伝
え
る
と
『
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
と
し
て
何
が
で
き
る
か
』
と

言
っ
て
頂
き
ま
し
て
ね
。
手
際
の

よ
い
女
性
た
ち
な
の
で
、
当
日
は

炊
き
出
し
を
お
願
い
し
ま
し
た
」

　

林
地
区
の
今
を
築
か
れ
て
き
た

皆
さ
ん
の
協
力
が
嬉
し
か
っ
た

と
、
市
塚
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

■ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
た
な
試
み

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　

地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
行
っ

た
防
災
訓
練
後
、平
成
28
年
度
末
、

林
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
制
度
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
災
害
時
に
、
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
地
域
が
連
携
し
、
送
迎
車

の
交
通
誘
導
や
、
け
が
を
し
た
時

の
応
急
救
護
、
被
災
跡
の
建
物
や

通
学
路
の
が
れ
き
除
去
な
ど
を
行

う
地
域
の
チ
ー
ム
。
登
録
人
数
は

65
人
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
「
う
ち
50
人
以
上
は
地
域
の
人

た
ち
な
ん
で
す
。
保
護
者
は
働
い

て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
こ
う
い

う
地
域
の
人
た
ち
の
存
在
は
と
て

も
心
強
い
」
と
話
す
の
は
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
立
ち
上
げ

た
当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
佐
藤
博

文
さ
ん
。「
東
日
本
大
震
災
発
生

時
、
混
乱
し
た
学
校
の
状
況
を
見

て
い
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

協
力
し
合
え
る
仕
組
み
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
防
災

訓
練
が
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
」

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
連
絡

手
段
は「
ま
ち
コ
ミ
」と
い
う
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
。
学
校
の

避
難
訓
練
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研

修
会
を
連
動
さ
せ
る
な
ど
、
地
域

連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

世

【特集】　防災力は地域力　問防災対策課　☎ 23-1111（内線 258）

知ってほしい
           地域の動き

子どもの安全を考えることは、
　　  地域の安全を考えること――

林小学校区自主防災会

■市内には 154 の自主防災組織があります。
■自主防災組織とは、地域の防災力を高める活動
　を行う団体です。
■今回は３つの地区の事例をご紹介します。

▲市塚因さん・青木光一校長先生・佐藤博文さん・市村茂雄さん・小山満江さん（写真左から）

広報いしおか９月１日号　№３１０　　　４　　　　　　　

あなたの近くには、
地区の人の安全と安心を思って
活動する人たちがいます。



中
小
学
校
の
す
ぐ
そ
ば
、

お
よ
そ
３
４
０
世
帯
ほ

ど
の
若
松
東
地
区
で
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
た
の
は
平
成
23
年

11
月
で
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
機
能
す
る
防
災

組
織
の
必
要
性
を
感
じ
た
一
方
、

町
内
会
の
高
齢
化
は
進
み
、
２
年

交
代
の
役
員
を
担
っ
て
い
く
の
も

難
し
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
町
内

会
と
は
分
け
て
、
自
主
防
災
組
織

を
運
営
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で

す
」
と
話
す
の
は
会
長
を
務
め
る

飯
塚
久
さ
ん
（
若
松
東
区
長
）。

　

災
害
時
の
情
報
収
集
、
消
火
、

救
出
救
護
、
避
難
誘
導
、
給
水
な

府
継続的な運営を考え、
新たなグループを組織

ど
の
実
働
的
な
役
割
を
担
う
の
は

地
区
青
年
会
の
皆
さ
ん
で
、
30
～

50
代
の
お
よ
そ
30
人
。
地
区
の
納

涼
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
も

担
っ
て
い
ま
す
。

　

納
涼
祭
が
行
わ
れ
る
若
松
東
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
も
と

も
と
は
空
き
家
で
、
現
在
は
集
会

所
と
し
て
活
用
中
。
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
し

て
も
使
わ
れ
、
震
度
５
弱
以
上
で

避
難
所
と
し
て
開
放
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
時
、
自
主
防
災
会
の
役
員

が
必
ず
地
区
内
に
い
る
と
は
限
ら

な
い
た
め
、
防
災
倉
庫
前
を
集
合

場
所
と
決
め
、
集
ま
っ
た
人
員
で

役
割
分
担
を
行
い
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
な
ど
へ
向
か
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
青
年
会
の
活
動
を
少
し
で
も

地
区
の
安
全
と
安
心
に
繋
げ
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
活
動
に
関

わ
る
原
動
力
と
青
年
会
長
の
杉
山

孝
道
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

若松東地区自主防災組織

住民一人ひとりが
　役割を担う町内

行里川区自主防災組織

里
川
地
区
は
世
帯
数

１
５
０
世
帯
ほ
ど
。
東

日
本
大
震
災
の
状
況
を
見
て
、
行

政
の
支
援
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
ど
う
に
か
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
痛
感
し
た
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
に
自
主
防
災
組
織

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
隊
長
は
行

里
川
地
区
の
区
長
も
務
め
る
高
橋

照
雄
さ
ん
。

　
「
立
ち
上
げ
時
は
、
町
内
会
の

中
で
も
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
行
政

が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
雰
囲
気
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
は
杉
並
小
が
避
難
所
な
の
で
す

が
体
育
館
に
入
れ
る
の
は
２
７
０

人
。
杉
並
小
に
は
行
里
川
地
区
以

外
か
ら
も
や
っ
て
来
て
、
あ
ふ
れ

た
ら
運
動
場
だ
と
伝
え
る
と
『
そ

行

れ
じ
ゃ
あ
自
分
た
ち
で
何
と
か
し

な
い
と
』
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ

ま
し
た
」

　

行
里
川
区
自
主
防
災
組
織
は
、

町
内
会
の
活
動
の
一
部
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
徴
的
な
の

は
、
全
世
帯
が
、
情
報
部
、
消
火
・

救
出
・
救
護
部
、
避
難
誘
導
部
、

弱
者
支
援
部
、
工
作
防
犯
部
、
庶

務
担
当
部
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し

て
い
る
こ
と
で
す
。２
年
に
１
度
、

役
割
の
交
代
が
あ
り
ま
す
が
、
経

験
者
を
各
部
に
残
す
こ
と
で
ノ
ウ

ハ
ウ
と
経
験
が
引
き
継
が
れ
て
い

く
よ
う
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
、
行
里
川
公
民
館
で

行
う
防
災
訓
練
に
は
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
防
災
の
役
割
を
担
い
、

２
０
０
人
が
参
加
。
非
常
に
高
い

参
加
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

一
に
自
助
、
二
に
共
助

　

地
震
や
台
風
、
水
害
、
火
災
の

時
に
ど
う
す
る
か
。
ど
の
よ
う
な

災
害
で
あ
っ
て
も
、
真
っ
先
に
守

る
べ
き
は
自
分
の
命
で
す
。

　

災
害
は
ま
ず
「
自
助
」
が
で
き

て
こ
そ
、地
域
ぐ
る
み
の
「
共
助
」

が
成
り
立
ち
ま
す
。

防
災
力
は
、
地
域
力

　

今
回
は
３
つ
の
地
区
で
の
自
主

防
災
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
特
性
や
課

題
が
異
な
る
よ
う
に
、
自
主
防
災

組
織
の
運
営
主
体
や
方
法
は
様
々
。

　

そ
の
中
で
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
把
握

し
、
日
常
的
に
声
を
掛
け
合
う
な

ど
普
段
か
ら
の
付
き
合
い
を
大
切

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
う
し
た
地
域
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
、
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
と
ど
め
る
防
災
力
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
課
で
は
「
防
災
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
出
前
講
座
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。
地
区
や
団
体
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
窓
口
】
生
涯
学
習
課

☎
４
３・１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
４
）

　　　　　　　５　　　広報いしおか９月１日号　№３１０

▲飯塚久会長と若松東地区の
　防災倉庫

（写真左から）隊長の髙橋照雄さんと副隊長の
石上光雄さん。「イベントも活発で、部ごとに
模擬店を出店する納涼祭も盛り上がります」と
教えてくださいました▼



ま ち の 話 題

　

石
岡
市
立
東
小
学
校
で
、
石
岡
第
一
高
校
園
芸

科
の
生
徒
が
育
て
た
花
苗
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
来
年
の
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」

に
向
け
た
県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
全
国
か
ら

訪
れ
る
来
場
者
の
皆
さ
ん
を
花
い
っ
ぱ
い
で
迎
え

よ
う
と
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
で
行
わ
れ
る
も

の
。
贈
呈
式
当
日
は
、マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
い
ば
ラ
ッ
キ
ー
」
も
登
場
し
て
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

園
芸
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
種
か
ら
育

て
ら
れ
た
の
は
、オ
レ
ン
ジ
色
に
咲
く
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
花
苗
。
こ
の
苗
が
小
学
6
年
生
に
手
渡
さ

れ
、
児
童
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
切
に
育
て
ら
れ

ま
す
。

来年の国体を沢山の花でもてなそう
石岡一高生が小学生に花苗プレゼント

７
     9

　

組
織
や
立
場
の
異
な
る
多
様
な
人
々
が
集
ま
り
、

未
来
志
向
で
対
話
し
な
が
ら
、
新
た
な
発
想
や
ア

イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
す「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

（
Ｆ
Ｃ
）」
の
取
り
組
み
が
、
石
岡
商
業
高
校
で
始

ま
り
ま
し
た
。「
第
0
回
」
と
し
て
行
わ
れ
た
当
日

は
生
徒
や
担
当
教
諭
・
市
民
の
ほ
か
、
高
校
が
運

営
す
る
Ｆ
Ｃ
の
先
進
地
で
あ
る
静
岡
県
立
島
田
商

業
高
校
、
県
内
で
初
の
取
り
組
み
を
行
う
県
立
竜

ケ
崎
第
二
高
校
の
関
係
者
も
応
援
と
し
て
参
加
。

「
10
年
後
に
な
り
た
い
自
分
の
姿
」
を
テ
ー
マ
に
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
思
い

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

石
岡
商
業
高
校
で
は
今
後
も
定
期
的
に
Ｆ
Ｃ
を

開
催
し
、
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

生
徒
一
人
一
人
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

高校生がつくる未来志向の対話の場
　石岡商業高校フューチャーセンター

6
   23

７
　 23

高校生 15 人が ” 議員 ” として市政について質問

開かれた議会を目指して　石岡市初の「高校生議会」開かれる
　開かれた議会と主権者教育の一環として、石岡市と
して初となる「高校生議会」が開かれました。
　市内の県立石岡第一高校・石岡第二高校・石岡商業
高校、私立青丘学院つくば高校の 4 校から高校生 15
人が " 議員 " として参加。市政について関心のあるこ
とや疑問に思うことなどが、質問として取り上げられ
ました。伊藤美樹さん（石岡商業高校２年）は、市内
の介護施設の現状や介護・福祉に携わる人材確保策を
質問。市からは「保健師・看護師等を養成する学校在
学者を対象とした奨学金制度を実施するなどしなが
ら、介護・予防・医療・生活支援サービス向上に努め
たい」との答弁が行われました。
　18 歳選挙権の導入など、若い皆さんの参加がます
ます重要になっています。茨城県では、今年度に県議
会議員の選挙が行われる予定です。

広報いしおか９月１日号　№３１０　　　６　　　　　　　



　

Ｊ
Ｒ
高
浜
駅
前

を
彩
る
、
サ
ル
ビ

ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
花
々
。
今

年
3
月
で
閉
校

と
な
っ
た
旧
城
南

中
学
校
学
区
の
高

浜
・
三
村
・
関
川

小
の
児
童
た
ち
が

地
域
へ
の
関
わ
り

を
深
め
る
た
め
、
花
を
育
て
、
高
浜
駅
長
に
提
供

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
酒
井
朱す

ず

ね
寿
寧
さ
ん
（
高
浜

小
6
年
）は「
私
た
ち
が
育
て
た
草
花
を
駅
に
飾
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
駅
を
利
用
さ
れ
る
方
の
心

の
癒
し
に
な
れ
ば
」
と
語
り
ま
し
た
。

高浜駅をもっと美しい場所に
　高浜・三村・関川小児童が花を提供

 7
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海
外
芸
術
交
流

協
会
茨
城
支
部
・

石
岡
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
共
催
の
フ

ラ
ン
ス
留
学
生
受

け
入
れ
事
業
が
今

年
も
行
わ
れ
、
10

人
の
留
学
生
が
市

内
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
市
内
高
校
、

中
学
校
、幼
稚
園
な
ど
で
交
流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
主
催
者
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
向

け
て
歌
と
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
た
後
、
祭
り

囃
子
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
体
験
。
石
岡
市
で
し
か
味

わ
え
な
い
文
化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

草の根で広がる国際交流
　フランス留学生 10 人が石岡を満喫

 7
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石
岡
市
が
行
う

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

の
一
環
と
し
て
、

石
岡
中
学
校
1
年

生
が
市
内
の
若
手

商
業
者
5
人
の
授

業
を
受
け
ま
し

た
。
先
生
と
し
て

登
壇
し
た
商
業
者

の
皆
さ
ん
は
い
ず

れ
も
石
岡
商
工
会
議
所
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
。
地

域
の
歴
史
や
、
地
元
で
働
く
こ
と
の
大
切
さ
、
石

岡
市
に
愛
着
を
持
っ
て
日
々
活
動
す
る
思
い
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
授
業
。
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

若手商業者が石岡の商いを熱く語る
　　    石岡中学校のキャリア教育学習

７
   19

　

西
日
本
豪
雨
の

被
災
地
へ
義
援
金

を
届
け
よ
う
と
、

国
府
中
生
徒
会
・

石
岡
小
代
表
委
員

が
合
同
で
、
Ｊ
Ｒ

石
岡
駅
で
募
金
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

国
府
中
生
徒
会
長

の
小
松
﨑
弘
哉
さ

ん
は
「
熊
本
地
震
の
時
に
先
輩
た
ち
が
行
っ
た
駅

前
募
金
活
動
を
参
考
に
、
私
た
ち
も
被
災
地
の
力

に
な
り
た
い
、そ
う
思
っ
て
活
動
を
決
め
ま
し
た
」

と
語
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
に
送
ら
れ
、
被
災
地
支
援
に
使
わ
れ
ま
す
。

私たちも被災地の力になりたい
    国府中・石岡小が朝の石岡駅で募金活動

 7
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㈱
常
陽
銀

行
が
取
り
扱

う
私
募
債

「
い
き
い
き

茨
城
ゆ
め
国

体
・
大
会
応

援
債
」
を
活

用
し
、
㈱
タ

イ
シ
ョ
ー
が

市
へ
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
備
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
㈱
タ
イ
シ
ョ
ー
の

矢
口
代
表
取
締
役
は
石
岡
市
出
身
で
、
地
元
貢
献
の

思
い
か
ら
私
募
債
を
活
用
。
茨
城
国
体
で
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
が
正
式
競
技
で
あ
る
石
岡
市
は
、
寄
贈
さ
れ
た

備
品
を
活
用
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

（株）タイショー・（株）常陽銀行
    茨城国体へバドミントン備品を寄贈

 7
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第
54
回
献

血
運
動
推
進

全
国
大
会
が

岡
山
県
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド

体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
長

年
に
わ
た
る

献
血
運
動
推

進
へ
の
多
大

な
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
石
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
石
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
28
年

に
結
成
50
周
年
を
迎
え
、
今
後
も
社
会
貢
献
・
国

際
奉
仕
活
動
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

献血推進に多大な功績
　石岡ライオンズクラブに感謝状

７　   
   30

（写真左から）茨城県保健福祉部医療局薬
務課長 柴田 隆之氏・石岡ライオンズクラ
ブ幹事 吉田 良一氏

（写真右から）㈱常陽銀行 執行役員本店営
業部長 保原 幸弘氏、㈱タイショー 代表取
締役 矢口 重行氏、今泉市長

　　　　　　　７　　　広報いしおか９月１日号　№３１０



「認知症」とは、「脳の障がいにより、これまで培ってきた記憶や思考などの能力が徐々に低下し、日
常生活に支障をきたす状態」を言います。
県では９月を「認知症を知る月間」として各種広報啓発事業等を実施し、認知症高齢者およびその家
族が安心して暮らせる地域づくりを進めています。認知症になっても地域で支え合い、穏やかに暮ら
していくことができる、そんな環境をつくるため、できることから始めてみませんか。

▶音やリズムで体を動かしながら楽しめます。
　どなたでも簡単にできます。参加費無料。
日時／ 10 月 2 日火・19 日金・30 日火
　　　 11 月 13 日火・20 日火
　　　午後 1 時 30 分～ 3 時
※５回すべてに参加できる方が対象です。
場所／ふれあいの里ひまわりの館
定員／ 30 人（定員を超えた場合は抽選）
申込方法／ 9 月 14 日金までに下記窓口または　
　電話にて申込み
問い合わせ／地域包括支援センター
　　　　　　☎ 35-1127

　    あんしんライフプラン
　　　   　    ～ダンスで認知症予防～

  　 認知症サポーター養成講座

▶標準テキストと DVD を使用して行います。グ
　ループの年齢層や所属団体の特性に合わせた内
　容に変更することも可能です。市の出前講座と
　して実施します。
対象／市内在住・在勤者を中心とした集まりで　
　　5 人以上の受講生が集まれば開催可能
時間／ 60 ～ 90 分 　受講料／無料
問い合わせ／
　■ 内容について
　　　地域包括支援センター　☎ 35-1127
　■ 出前講座の申し込み
　　　生涯学習課　☎ 43-1111（内線 1364）

　   認知症簡易チェックサイト

▶身近な人の状態と、自分自身の状態をチェック
　できる 2 つのサイトがあります。個人情報の
　入力は不要です。医学的な診断基準ではありま
　せんが、暮らしの中での目安として参考にして
　ください。チェックの結果、心配な方は右記の
　「もの忘れ相談会」をご利用ください。
　1 パソコン 
　　http://fishbowlindex.net/ishioka/
　2 携帯電話・スマートフォン

　   もの忘れ（認知症）相談会

▶市内精神科医療機関の精神保健福祉士による無
　料相談会です。秘密厳守。訪問での相談も可能
　です（要予約）。
日時／毎月第 2・第 4 水曜日　午後 1 時 30 分から
　　　 9 月：  12 日・26 日水
　　　10 月：  10 日・24 日水
※ 上記日程以外でも可能です。
問い合わせ／地域包括支援センター
　　　　　　☎ 35-1127

広報いしおか９月１日号　№３１０　　　８　　　　　　　

地域で支える
認知症

ＱＲコード



　今年の常陸國總社宮例大祭（石岡のおまつ
り）は、９月 15 日土・16 日日・17 日月に
開催されます。おまつりを見物する時「○○
町の山車を見たいけど今どこにいるんだろ
う？」と思ったことはありませんか？
　おまつり特設サイトでは、GPS を利用し山
車や獅子の現在地をチェックすることができ
ます。また、駐車場やトイレの場所など施設
情報も掲載しています。ぜひご利用ください。

公開期間／９月15日 土   ～ 17日 月
利用方法／右のＱＲコード・市ＨＰから特設
　サイトにアクセスし、ご利用ください

※市内各所のポス
ター・チラシにも
ＱＲコードを表示
します。

問観光課　☎ 43-1111（内線 1136） 

スマホで山車・獅子の現在地をチェック

おまつり見物に役立ちます！

▶毎年地域の幼児親子や、小中学生などの子ど
　も達で賑わうイベントです。射的・ヨーヨー
　釣りなどゲームコーナー、焼きそば・かき氷
　などの模擬店で楽しもう！

日時／ 10 月 13 日 土　
　　　午前 10 時～正午（雨天決行）
場所／石岡市立児童センター（旭台 3-9-21）
※児童センターで販売する前売り券を事前に
　購入し、ご参加ください。
　前売り券はゲーム券 300 円、模擬店チケッ
　ト 20 円券 × 必要枚数を販売します。
販売期間／9月10日月～10月5日金 ▲去年の児童センターまつりの様子

児童センターまつり開催

　　　　　　　９　　　広報いしおか９月１日号　№３１０

▲画面イメージ ▲ＱＲコード

ごみ収集時間が早くなります
９月 17 日月は、おまつりによる交通規
制のため次の地区では、当日決められた
ごみを午前７時までに集積所へ出してく
ださい。
・府中 1 ～ 2 丁目　・若宮 1 丁目
・総社 1 ～ 2 丁目　・国府 1 ～ 7 丁目
【注意】おまつり期間中、各町内から出
る巡行時のごみや会所のごみは分別し、
環境センターへ直接搬入してください。
問生活環境課　☎ 23-1111（内線 144）

問児童センター　☎ 26-3678

今
年
の
年
番
は
幸
町



情報ネットワーク

1 石岡市役所　☎ 23-1111（代表） 　2 八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

旭
台
会
館
講
座
開
講

 

　

  

知
っ
て
、
教
え
て
、
学
ぶ
講
座

近
く
の
美
術
館
に
出
か
け
て
み
よ
う

▶日本の伝統楽器で楽しく曲を演奏しましょ
　う。楽器が初めての人も無理なく学べます。
　講師／小林 正江 氏 
　日時／ 10 月 5・19 日、11 月 2・16 日
　　　　 （金 ・全 4 回）　午前 10 時～正午
　定員／ 10 人　教材費／ 100 円（資料代）

はじめての大正琴講座■申し込み・問い合わせ
　旭台会館　☎ 26‒1366　℻ 26‒1780
　　　　　　 asahidai@smile.ocn.ne.jp
　申込方法 ／９月 7 日金～ 21 日金に、
　　直接・電話・℻・メールで申し込み
　※ 定員を超えた場合は抽選。
　受付時間／午前 9 時～午後５時（月曜日休館）

▶お菓子の食べ方、お茶の飲み方から学び、初
　歩のお点前でおいしいお茶を点てることがで
　きるようになることを目指しましょう。
　講師／藤井 芳江 氏 
　日時／ 10 月 5・12・19・26 日、
　　　　 11 月 2・9 日（金 ・全 6 回）
　　　　午前 10 時～正午
　定員／ 10 人　教材費／ 1,200 円

初心者茶道講座
▶基礎知識・用語・困ったときの解決法などを
　学びます。
　講師／岡田 博幸 氏
　日時／ 10 月 9・23 日、11 月 13・27 日、
　　　　 12 月 11・25 日（火・全 6 回）
　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
　定員／ 10 人　教材費／ 300 円（資料代）

初級パソコン講座

▶初級の中国語を学びながら、歴史や風習など
　を知りましょう。
　講師／韓 麗 氏
　日時／ 10 月 2・16 日、11 月 6・20 日、
　　　　 12 月 4・18 日（火 ・全 6 回）
　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
　定員／ 10 人　教材費／ 200 円（資料代）

初級中国語講座
▶簡単なポーズと呼吸法で心身のバランスを整
　えます。姿勢改善や骨盤調整にも繋がります。
　講師／伊勢山 陽子 氏 
　日時／ 9 月 27 日、10 月 4・11・18・25 日、
　　　　11 月 1 日（木・全 6 回）
　　　　午後 7 時 30 分～ 8 時 45 分
　定員／ 15 人　教材費／無料

メンテナンスヨガ講座

開
館
30
周
年
記
念
特
別
展

ポ
ー
ラ
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
か
ら

ピ
カ
ソ
ま
で

▼
茨
城
県
近
代
美
術
館
の
開
館
30

周
年
を
記
念
す
る
特
別
展
。
国
内

随
一
と
も
い
え
る
質
の
高
さ
を
誇

る
ポ
ー
ラ
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
72
点
を
選
り
す
ぐ
り
、
モ

ネ
や
ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
印
象
派
の

名
品
か
ら
マ
テ
ィ
ス
、
ピ
カ
ソ
ら

の
20
世
紀
絵
画
に
至
る
ま
で
、
フ

ラ
ン
ス
近
代
絵
画
の
魅
力
を
紹
介

し
ま
す
。

日
時
／

　

９
月
４
日
火
～
11
月
18
日
日

※
月
曜
休
館
。
た
だ
し
祝
日
は
開

　

館
し
、
翌
火
曜
日
が
休
館
。
９

　

月
18
日
火
は
開
館
。

開
館
時
間
／

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時　

※
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

問
茨
城
県
近
代
美
術
館

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
５
１
１
１

ピエール・オーギュスト・ルノワール
「レースの帽子の少女」1891 年　
ポーラ美術館蔵

▲入館料など、
詳しくはこちら

広報いしおか９月１日号　№３１０　　１０　　　　　　　



●
神
楽
奉
納

日
時
／
９
月
23
日
日
・
24
日
月

　

午
後
７
時
～
11
時

場
所
／
柿
岡
八
幡
神
社

問
太
々
神
楽
保
存
会

　

☎
４
３
・
０
０
８
４
（
木
村
）

●
大
正
琴
演
奏
会

▼
大
自
然
の
中
で
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

　

る
大
正
琴
の
音
色
を
お
楽
し
み

　

く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
29
日
土

　

午
前
11
時
、
午
後
２
時

場
所
／
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
前
広
場

問
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

　

☎
２
４
・
０
５
８
８
（
沖
田
）

●
三
曲
演
奏
大
会

日
時
／
９
月
30
日
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

問
石
岡
三
曲
協
会

☎
２
２
・
２
５
９
７
（
川
村
）　

●
民
謡
舞
踊
文
化
の
祭
典

日
時
／
10
月
７
日
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

問
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会

☎
２
３
・
９
９
８
３
（
西
牧
）

ミュージカル「しあわせのタネ」11月上演決定！！
▶石岡市は県内でも有数の農業市です。し
　かし、後継者不足や耕作放棄地の増加な
　ど、大変厳しい状況にあります。本作品
　は農業とミュージカルが融合した、命の
　源に光を当てる感動のストーリーです。

日時／ 11 月 25 日日　午後６時開演
場所／石岡市民会館　大ホール
入場券／一般 3,000 円  大学生以下 2,500 円
　　　　９月１日土　販売開始！
販売場所／石岡市民会館、中央公民館、
　生活環境課（本庁）、城南地区公民館、
　まちかど情報センター、石岡市八郷商工会
■問い合わせ
　石岡市民会館　☎ 22-5187

【あらすじ】今、一組の結婚披露宴が行われ
ようとしている。新郎は脱サラして、新婦
の実家の農家を継ぐという。ところが、新
婦の祖父はこの結婚に大反対！果たして若
い二人の「しあわせのタネ」は実るのか！？

脚本・坂
さかぐち

口 理
り こ

子氏
プロフィール
映画・ドラマ等の脚本や小説
を執筆。主な映画作品にス
タジオジブリ映画「かぐや姫
の物語」や「メアリと魔女
の花」。ドラマ「結婚しない」

や NHK 連続テレビ小説「マッサン」の脚本協力。
近年、舞台作品にも意欲的に取り組んでいる。

芸
術
の
秋

文
化
系
イ
ベ
ン
ト

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
!!

第
22
回

　石
岡
市
企
画
展

▼
洋
画
・
書
の
作
品
を
展
示
し
ま

　

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
29
日
土
～
10
月
４
日
木

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
10
月
４
日
木
は
午
後
３
時
ま
で
。

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
１
階

　
「
郷
の
風
」

出
展
者
／
野
口 

昌
男
氏
（
洋
画
）

　
　
　
　

石
川 

富
重
氏
（
書
）

問
2
文
化
振
興
課

　
（
内
線
１
３
２
２
）

●
石
岡
吟
詠
詩
舞
連
合
大
会

日
時
／
10
月
８
日
月

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

問
石
岡
吟
詠
詩
舞
連
合
会
・
八

郷
吟
詠
会

☎
２
６
・
５
５
５
２
（
石
崎
）

石
岡
混
声
合
唱
団

第
15
回
定
期
演
奏
会

日
時
／
９
月
23
日
日

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　

開
演　

午
後
２
時　

場
所
／
小
美
玉
市
四
季
文
化
会
館

　

み
の
～
れ　

森
の
ホ
ー
ル

　
（
小
美
玉
市
部
室
１
０
６
９
）

入
場
料
／
無
料

※
整
理
券
が
な
く
て
も
入
場
で
き

ま
す
。

指
揮
／
河
野 

正
幸
氏

　
　
　

山
口 

美
保
子

ピ
ア
ノ
／
山
田 

陽
子
氏

演
奏
曲
／
・
震
災
に
寄
せ
て

Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｄ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ

・
混
声
合
唱
童
謡
メ
ド
レ
ー

　
「
い
つ
の
日
か
」

・
覚 

和
歌
子
の
詩
に
よ
る
混
声
合

　

唱
曲
集
「
等
圧
線
」
よ
り

　

等
圧
線　
　

他

問
石
岡
混
声
合
唱
団
（
平
本
）

☎
０
９
０
・
８
１
１
７
・
０
６
９
１

▶
昨
年
の
企
画
展
の
様
子

石岡市民会館　自主事業

　　　　　　　１１　　広報いしおか９月１日号　№３１０



日
時
／
９
月
26
日
水
午
後
１
時
～

　

３
時
30
分（
天
候
に
よ
り
順
延
・

　

中
止
の
場
合
あ
り
）

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

　
（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
の
１
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　

☎
２
６
・
８
１
４

▼
模
範
と
な
る
「
よ
い
子
、
よ
い

　

母
及
び
よ
い
勤
労
青
少
年
」「
善

　

行
者
」
な
ど
を
顕
彰
・
表
彰
し

　

て
い
ま
す
。
該
当
と
な
る
方
の

　

推
薦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限
／
９
月
28
日
金

　・
問
1
社
会
福
祉
課

　
（
内
線
１
５
６
）

▼
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
、
メ
ー
ル

　

な
ど
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

日
に
ち
／
10
月
13
・
27
日
、
11
月

　

10
・
24
日
、
12
月
８
・
22
日
土

　
（
全
６
日
間
）

▼
高
齢
者
の
就
業
を
支
援
す
る
た

　

め
、
厚
生
労
働
省
茨
城
労
働
局

　

の
委
託
を
受
け
て
実
施
す
る
講

　

習
会
で
す
。

日
時
／
10
月
９
日
火
～
11
日
木

　
（
全
３
日
間
）

場
所
／
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

対
象
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

会
員
ま
た
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

ン
タ
ー
会
員
と
し
て
就
業
で
き

　

る
満
60
歳
以
上
の
人
で
、
全
日

　

程
参
加
で
き
る
人

内
容
／
保
育
の
基
礎
知
識
と
保
育

　

施
設
内
清
掃
の
技
能
等
を
習
得

　

し
、
保
育
施
設
清
掃
業
務
で
の

　

就
業
を
目
指
し
ま
す

定
員
／
10
人
（
事
前
選
考
あ
り
）

受
講
料
／
無
料

申
込
期
限
／
９
月
25
日
火

　
（
早
期
終
了
の
場
合
あ
り
）

　・
問
石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
３
３
９
９

時
間
／
午
前
９
時
30
分

　
　
　

～
午
後
３
時
30
分

場
所
／
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
（
水
戸
市
北
見
町
８-

12
）

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父

　

も
し
く
は
寡
婦
で
６
日
間
必
ず

　

参
加
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

定
員
／
15
人
（
応
募
者
多
数
の
際

　

は
抽
選
）

参
加
費
／
２
０
０
０
円

※
２
歳
以
上
の
子
ど
も
は
保
育
可

　

能
（
事
前
登
録
が
必
要
）

申
込
期
間
／
９
月
３
日
月
～
21
日

　

金　・
問
茨
城
県
母
子
家
庭
就
業
・

　

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
・
２
３
３
・
２
３
５
５

▼
養
育
費
の
取
り
決
め
や
支
払
い
、

　

関
連
す
る
債
務
整
理
や
生
活
再

　

建
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
相

　

談
を
受
付
け
ま
す
。秘
密
厳
守
。

日
時
／
９
月
８
日
土

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号
／

　

☎
０
１
２
０
・
５
６
７
・
３
０
１

問
茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

☎
０
２
９
９
・
７
７
・
５
５
０
７

▼
救
急
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

た
め
、
全
国
一
斉
に
「
救
急
の

　

日
」
を
含
む
一
週
間
を
「
救
急

　

医
療
週
間
」
と
し
て
お
り
、
市

　

で
は
期
間
中
に「
救
急
フ
ェ
ア
」

　

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
９
日
日

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
イ
オ
ン
石
岡
店

内
容
／

　

1
幼
稚
園
児
の
救
急
絵
画
展

　

2
一
日
救
急
隊
長
Ｐ
Ｒ
活
動

　

3
救
急
車
・
救
助
工
作
車
展
示

　

4
訓
練
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺

　
　

蘇
生
法
体
験

　

5
ち
び
っ
子
防
火
衣
着
装
体
験

問 

消
防
本
部
警
防
課

　

☎
２
３
・
０
１
１
９

▲救助工作車と一緒に記念撮影！

情報ネットワーク

1 石岡市役所　☎ 23-1111（代表） 　2 八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

保
育
施
設
清
掃

ス
タ
ッ
フ
講
習
会

講　習

平
成
30
年
度
（
前
期
）

障
害
者
就
職
面
接
会

おしらせ

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」

イベント

菊
地
四
郎
顕
彰

推
薦
者
募
集

募　集

申

申

ひ
と
り
親
家
庭
応
援

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
習

講　習

申

こ
ど
も
の
た
め
の

養
育
費
無
料
相
談
会

相　談

広報いしおか９月１日号　№３１０　　１２　　　　　　　
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▼
草
木
が
生
い
茂
る
こ
の
季
節
は
、

　

空
き
地
の
雑
草
等
の
苦
情
が
多

　

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

雑
草
繁
茂
に
よ
る
害
虫
発
生
や
不

　

法
投
棄
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
定

　

期
的
な
見
回
り
や
除
草
な
ど
を
行

　

い
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

　

2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
８
）

▼
女
性
の
活
躍
促
進
や
働
き
方
改

　

革
な
ど
の
重
要
な
経
営
戦
略
に

　

つ
い
て
、
専
門
家
を
交
え
て
考

　

え
ま
す
。

日
時
／
９
月
26
日
水

　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

講
師
／
宮
越 

泰
子
氏

　
（
一
財
・
女
性
労
働
協
会
）

参
加
費
／
無
料

定
員
／
50
人
（
要
申
込
）

　・
問
1
政
策
企
画
課

　
（
内
線
２
２
６
）

▼
茨
城
県
が
実
施
す
る
「
暮
ら
し

　

や
す
い
都
市
づ
く
り
」
を
考
え

　

る
た
め
の
調
査
で
す
。
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
時
期
／
９
月
～
12
月

調
査
方
法
／
無
作
為
に
抽
出
し
た

　

世
帯
を
対
象
と
し
て
、
調
査
票

　

を
送
付

問
茨
城
県
土
木
部
都
市
局　

　

都
市
計
画
課

　

☎
０
２
９
・３
０
１
・４
５
８
８

- あなたの回答が、日本の未来に活かされます -
住宅・土地統計調査 にご協力ください

住宅・土地統計調査とは？
国が５年ごとに行う統計調査で、国や地方の施策に必要
な基礎資料を得るために行われます。全国約 370 万世帯
が対象で、石岡市は約3,100世帯が対象です（無作為抽出）。

調査はどうやって行うの？個人情報の管理は？
９月から調査員が対象地区を巡回します。その後、対
象世帯に調査員が訪問し、調査票を配布・回収します。
調査員は守秘義務があり、他の人に情報が洩れること
はありません。また、調査結果は調査目的以外に使用
することはありません。

回答方法はどうするの？日中は忙しくて・・・。
回答方法は調査員への提出のほか、郵送や、インター
ネットによる回答も可能です。

問 1 政策企画課（内線 223）

女
性
の
活
躍
促
進
と

働
き
方
改
革

講　座申

東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

おしらせ

快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
に
ご
協
力
を

おしらせ

　　　　　　　１３　　広報いしおか９月１日号　№３１０

市内の月間交通事故件数【7/31 現在】
・発生件数…19 件（-10）
・死者数……0 人（-3）
・負傷者数…21 人（-8）
・物損事故…185 件   （+30）
※（　）内は前年比
問石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



建
築
士
会
に
よ
る
絵
画
展

未
来
に
自
分
が
住
ん
で
み
た
い

ま
ち
や
家

期
間
／
９
月
22
日
土

　
　
　
　
　
　

～
10
月
３
日
水

時
間
／
午
後
２
時
～
５
時

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
あ

　

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
す
。

　

初
め
て
の
人
、
大
歓
迎
。

日
時
／
９
月
３
日
月

　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

　

～
３
時
・
午
後
３
時
～
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

▼
新
鮮
野
菜
や
手
作
り
品
を
販
売

　

し
ま
す
。
出
店
自
由
！
参
加
者

　

募
集
中
で
す
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日
（
今
月

　

は
５
日
）
午
前
10
時
か
ら

▼
今
月
の
サ
ン
ド
市
は
「
石
岡
の

　

お
ま
つ
り
」
の
た
め
お
休
み
し

　

ま
す
。

心
と
体
の
健
康
相
談

▼
気
軽
に
血
圧
を
測
っ
た
後
は
、

　

お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み

　

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
毎
回
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

日
時
／
９
月
29
日
土

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

日
時
／
９
月
１
日
土

　

午
後
１
時
か
ら

情報ネットワーク

1 石岡市役所　☎ 23-1111（代表） 　2 八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

ギ
ャ
ラ
リ
ー

まちかど情報センターとは？
　NPO 法人まちづくり市民会議
が運営している施設です。まちづ
くり市民会議は、市民参加型のま
ちづくりを目指し、子どもたちに
よる手づくりのお化け屋敷、ハロ
ウィンパレードなど、子どもから
大人までまちを楽しむきっかけづ

くりをしています。
石岡駅西口から徒歩 10 分。セン
ター前に専用駐車場、土橋通りに
臨時駐車場があります。
問まちかど情報センター
☎ 27-5171
開館時間／午前 10 時～午後 8 時
休館日／木曜日

まちかど情報センターニュース

パ
ソ
コ
ン
教
室

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

サ
ン
ド
市

９
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広報いしおか９月１日号　№３１０　　１４　　　　　　　

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は

　
　
　許
可
が
必
要
で
す

は
り
紙
・
立
看
板
・
広
告
板

な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
表

示
す
る
時
は
、
景
観
に
配
慮
し
公

衆
へ
の
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、

原
則
市
長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
種
類
ご
と
に
許
可
期
間

が
定
め
ら
れ
、
満
了
後
は
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
許
可
期
間

を
過
ぎ
た
広
告
物
は
、
除
却
命
令

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

申
請
方
法
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
屋
外
広
告
物
と
は
？
】

　

常
時
ま
た
は
一
定
期
間
、
継
続

し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る

看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り

札
、
広
告
板
な
ど
を
い
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
６
６
）

アドバルーン

野立広告（広告板・広告塔）
広告旗

壁面利用広告

広
告
幕

突
出
広
告

はり紙・はり札

屋上利用広告

電
柱
利
用
広
告

アーチ

休館のお知らせ
９月 13日木～ 20 日木
※おまつり期間中（９月 15 日
土～ 17 日月）は、開館します
が通常業務はお休みです。
９月 21 日金から通常通り開館
します。

車体利用広告
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７
月
26
日

　

葵
の
季
節

　

先
日
、
県
内
の
市
長
が
集
ま
り

情
報
交
換
を
行
う
勉
強
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

予
定
さ
れ
て
い
た
議
題
を
終

え
、
そ
の
他
に
移
っ
た
時
、
あ
る

市
長
か
ら
、

「
両
親
が
不
明
な
場
合
、
市
長
が

赤
ち
ゃ
ん
に
名
前
を
つ
け
る
と
い

う
法
律
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
？
そ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る

市
長
さ
ん
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？
」と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
首
長
は
、
お
互
い
に

顔
を
見
合
わ
せ
て
、
キ
ョ
ト
ン
と

し
た
表
情
で
す
。

「
確
か
石
岡
市
で
40
年
ぐ
ら
い
前

に
、
あ
り
ま
し
た
ね
」
私
は
山
本

市
長
時
代
の
随
想
に
、
生
後
４
日

の
赤
ち
ゃ
ん
が
病
院
の
玄
関
に
毛

布
に
く
る
ま
れ
て
置
か
れ
て
い
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
随
想
か
ら
の
引
用

で
す
。

　
﹃
体
重
2
4
5
0
グ
ラ
ム
ぐ
ら

い
の
男
の
子
で
し
た
。
親
不
明
と

い
う
事
で
、
警
察
署
に
連
絡
さ

れ
、
保
護
施
設
に
収
容
は
し
た
も

の
の
、
発
見
当
該
市
で
出
生
届
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

に
は
姓
と
名
を
市
長
が
名
付
け
親

と
し
て
命
名
を
し
、
出
生
届
を
す

る
と
い
う
経
緯
で
し
た
。

　

咄と
っ
さ嗟
の
こ
と
で
私
も
と
ま
ど
い

ま
し
た
が
、
立
派
に
育
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
命
名

し
、戸
籍
登
録
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

と
同
時
に
こ
の
ま
ま
親
達
が
名
乗

り
出
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
子
の
、

こ
れ
か
ら
の
生
涯
は
ど
ん
な
風
に

展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い

を
致
し
た
と
き
、
名
付
け
親
と
し

て
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
﹄

　

親
な
の
に
親
に
な
れ
な
い
、
親

で
な
い
の
に
親
に
な
る
。
生
き
方

や
立
場
、
境
遇
が
変
わ
れ
ば
こ
う

も
違
っ
て
し
ま
う
人
の
世
で
す

が
、
無む

く垢
な
子
た
ち
は
幸
せ
に

な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
の
が
世
の

常
で
し
ょ
う
。

　

我
が
子
の
誕
生
は
嬉
し
い
も
の

で
す
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
孫
の

場
合
は
そ
れ
を
上
回
る
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

40
年
ほ
ど
前
に
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

リ
ン
ゴ
ス
タ
ー
が
、
初
孫
の
誕
生

を
震
え
ん
ば
か
り
に
喜
ん
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
心
情
を
察
し
て
と
あ

る
年
配
の
方
が
作
っ
た
俳
句
で

す
。

～
今
朝
の
秋 

リ
ン
ゴ
の
気
持
ち

は
よ
く
わ
か
る
～

　

勉
強
会
を
終
え
た
翌
朝
、
鳥
取

県
に
嫁
い
だ
長
女
が
女
の
子
を
産

ん
だ
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

名
前
は
葵
、
体
重
3
7
3
0
グ
ラ

ム
、
母
子
と
も
に
元
気
そ
の
も
の

と
の
一
報
で
し
た
。

　

え
！ 

リ
ン
ゴ
の
気
持
ち
？ 

心

の
底
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。

 

文　

今
泉 

文
彦 

とき／７月４日　　参加者／ 20人
▶地域が抱える問題（高齢化や子育てなど）について、自分たちができ
ることを話し合う場として設立し、定期的に様々な活動を行っています。

皆さんから出された意見
・学童保育は共働きの方や、移住
して祖父母と離れて生活している
方から大変喜ばれている。更なる
内容の充実を図って欲しい。
・通学路で歩道がない部分の自転
車の運転は、雑草やガードレール
の位置の都合で車道を歩くように
なってしまい、大変危険である。
・生涯現役プラチナ応援ポイントについて。ポイント付与にふさわしく
ない事業があると思うので、本来の制度の趣旨にあった運用をしてほし
い。

・生涯現役プラチナ応援ポイントについて。ポイント付与にふさわしく

\ 市長と話そう /

タウン
ミーティング

タウンミーティングとは、
市長自らが地域や団体の皆
さんのもとに出向き、より
良いまちづくりのためにお
話を伺う制度です。

■申し込み・問い合わせ
　秘書広聴課
　☎ 23︲1111（内線 212）

テーマ「半田地区の地域福祉」について話しました

団体／おしゃべりサロン半田の皆さん

市長日記

シリーズ 41
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グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
市
民
大
会

▼
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
９
月
７
日
金　

午
前
９
時

　
（
受
付
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

※
雨
天
時
は
９
月
14
日
金
に
順
延

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
多
目
的
広
場

参
加
費
／
２
０
０
円

主
催
者
／
石
岡
体
育
協
会
グ
ラ
ン

　

ド
ゴ
ル
フ
部

問
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
事
務
局

　
（
小
松
崎
）

☎
２
３
・
０
４
３
８

☎
０
９
０
・
３
１
３
０
・
１
９
０
３

第
７
回
石
岡
市
議
会
議
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
22
日
・
石
岡
運
動
公
園
多
目

的
広
場

男
子
の
部
優
勝
／
西
山 

栄
一
郎

女
子
の
部
優
勝
／
佐
藤 

和
子

平
成
30
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
市
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

７
月
７
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
子
の
部

優
勝
／
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
の
部

優
勝
／
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ａ

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
23
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
栄
松
チ
ー
ム

第
18
回
石
岡
市
近
隣
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会

７
月
８
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

団
体
戦
一
部
優
勝
／
国
府
ク
ラ
ブ
Ｂ

団
体
戦
二
部
優
勝
／
石
岡
北
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
北
関
東
大
会

７
月
７
日
・
群
馬
県
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

女
子
優
勝
／
髙
野 

好
美

第
13
回
Ｔ
Ｂ
Ｇ
石
岡
市
長
杯

７
月
14
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部
優
勝
／
古
谷
田 
光
義

女
子
の
部
優
勝
／
大
久
保 

す
み
江

第
15
回
石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
杯

７
月
５
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里

男
子
の
部
優
勝
／
黒
沢 

伸

女
子
の
部
優
勝
／
塚
本 

ま
ち

　
「
広
報
石
岡
８
月
１
日
号
」
12

ペ
ー
ジ
掲
載
の
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
年
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
２
０
０
４
年
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

スポーツ情報

大  

会  

結  

果

健康ガイド

■問い合わせ
　石岡保健センター
　☎ 24-1386・ ℻ 24-4638
　八郷保健センター
　☎ 43-6655・ ℻ 44-1492

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
い
し
お
か
８
月
１

日
号
」
健
康
ガ
イ
ド
の
子
宮

が
ん
・
乳
が
ん
集
団
検
診
の

記
事
中
に
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。
正
し
く
は
次
の
通
り

で
す
。

・
子
宮
が
ん
検
診

　
（
20
歳
以
上
）

・
乳
が
ん
検
診　

　

超
音
波
検
診（
30
～
65
歳
）

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
２
方
向

　
（
40
～
49
歳
）

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
１
方
向

　
（
50
歳
以
上
）

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電
話
相
談

▼
こ
こ
ろ
の
悩
み
事
な
ど
に
専
門

　

の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応

　

じ
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日　

　

午
前
９
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時

電
話
番
号
／
☎
４
３
・
６
６
５
５

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
の
温
度
を

測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

▼
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
携

　

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

　

て
、
気
軽
に
ス
ト
レ
ス
や
落
ち

　

込
み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ

　

ス
テ
ム
で
す
。
個
人
情
報
の
入

　

力
は
一
切
不
要
で
す
。

　

自
分
の
心
の
健
康
状
態
が
簡
単

　

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ほ
か
、
家

　

族
や
身
近
に
い
る
人
の
た
め
の

　
「
家
族
モ
ー
ド
」
や
「
赤
ち
ゃ

　

ん
マ
マ
モ
ー
ド
」
も
利
用
で
き

　

ま
す
。心
の
健
康
を
守
る
た
め
、

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
こ
ち
ら
か
ら

　

https://fishbow
lindex.jp/

　

ishioka/

参
加
者
募
集
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地区健診（胃がん検診なし）

9 月 21 日金 恋瀬地区公民館

9 月 25 日火 葦穂地区公民館

9 月 26 日水 小桜地区公民館

9 月 28 日金 国府地区公民館

受  付  時  間  午前 9 時 30 分～ 11 時
 午後 1 時 30 分～ 3 時

※大腸がん検診・肝炎ウイルス検査・39 歳以下
の健康診査は事前に申し込みが必要です。

健（検）診項目／個人負担金（70 歳以上は無料）
健康診査（39 歳以下）：1,000 円
特定健康診査（40 歳以上）：1,000 円（国保加入者）
肺がん検診（40 歳以上）：300 円
大腸がん検診（40 歳以上）：500 円
胃がん検診（40 歳以上）：1,500 円（総合健診のみ）

胃がんリスク検診（40歳以上）：700円（総合健診のみ）
※胃がん検診（バリウム検査）を受ける人が対象
です。
前立腺がん検診（50 歳以上男性）：600 円
肝炎ウイルス検査

（40 歳以上で過去に受診歴がない人）：1,000 円

総合健診※要申込（胃がん検診あり）

健診日
（会場）

 10 月 3 日水・4 日木・5 日金
 （石岡保健センター）

当日の
受付時間  午前 7 時～ 10 時 30 分

申込方法  9 月 3 日月～ 7 日金に石岡保健センター
 へ直接または電話・FAX 等で申し込み

定員  各日 260 人になり次第締め切り

子宮がん・乳がん検診（医療機関検診）
▶医療機関での検診を希望する人は、保健セン
ター窓口で受診券交付の申請が必要です。
実施期間／平成 31 年 2 月 28 日木まで
個人負担金／子宮がん検診（20 歳以上）：2,000 円、
乳がん検診マンモグラフィ（40 歳以上）：1,000 円、
超音波検診（30 歳以上）：1,000 円
※受診券の有効期間は発行日から 2 か月間です。
※個人負担金は、保健センター窓口でお支払いく
ださい。

※健康診査（特定健診除く）やがん検診は、生活保護法による被保護者や住民税非課税世帯、重度の障がいの
ある人、65 ～ 69 歳で後期高齢者医療の対象となる人は無料になります。詳しくはお問い合わせください。

健康ガイド

○今年度から電子申請が可能になりました。市ホーム
　ページ内で総合健診と検索し、申し込み方法から電
　子申請システムへお進みください。申し込み画面は
　9 月 3 日月～ 7 日金までご利用できます。
○申し込み順に受付時間を割振り、総合健診受診券を
　郵送します。
○ 40 歳以上で健康診査を受診する人は、総合健診受
　診券のほかに特定健康診査受診券または後期高齢者
　の健康診査受診券、保険証が必要です。

▶詳しくは、石岡保健センターへお問い合わせくだ
さい。
日時／９月１日土・７日金・10 日月、10 月 17 日水・
　18 日木・19 日金・20 日土
　午前 10 時～ 10 時 30 分（乳がん検診のみ）
　午後０時 20 分～１時 10 分（子宮・乳がん検診）
会場／石岡保健センター

検診項目／個人負担金（70 歳以上は無料）
・子宮がん検診（20 歳以上）：1,500 円
・乳がん検診
　超音波検診（30 ～ 65 歳）：1,000 円
　マンモグラフィ２方向（40 ～ 49 歳）：1,500 円
　マンモグラフィ１方向（50 歳以上）：1,000 円
※マンモグラフィは２年に１度の検査です。40 歳
　以上の人は、超音波検診とマンモグラフィをセッ
　トで受けることをおすすめします。

子宮がん・乳がん（集団検診）受付中！

　　　　　　　１７　　広報いしおか９月１日号　№３１０
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村
地
区
か
ら
出
土
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
人
物
埴
輪
が

あ
り
ま
す
（
写
真
）。
首
元
か
ら

お
腹
に
か
け
て
し
か
残
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
首
元
に
は
首
飾
り
を
表

現
し
て
い
る
の
か
、
ボ
タ
ン
状
の

突
起
が
並
ん
で
い
ま
す
。
胴
部
に

は
衣
装
の
表
現
な
の
か
、
縦
線
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

三
村
地
区
に
は
、
現
在
42
基
の

古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
古
墳
の
跡
と
考
え
ら
れ

る
円
形
の
溝
が
発
掘
調
査
で
見
つ

か
る
こ
と
か
ら
墳
丘
が
既
に
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
古
墳
も
あ
っ
た
と

推
測
で
き
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
古
墳
は
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
内

容
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
城
南
地
区
公
民
館
の

近
く
に
あ
っ
た
「
う
な
ぎ
塚
」
は

昭
和
34
年
に
堤
防
増
築
に
伴
う
土

取
り
で
古
墳
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
石
棺
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　

２
体
の
人
骨
と
鉄
刀
・
勾
玉
・

管
玉
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
三
村
地

区
の
古
墳
で
埋
葬
施
設
と
副
葬
品

が
わ
か
る
貴
重
な
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

う
な
ぎ
塚
の
鉄
刀
や
三
村
地
区

の
人
物
埴
輪
を
は
じ
め
、
古
墳
の

調
査
成
果
を
紹
介
す
る
展
示
を
常

陸
風
土
記
の
丘
で
開
催
中
で
す
。

--------------------------------------

発
掘
調
査
速
報
展

　「
石
岡
を
掘
る
４
」

期
間
／
10
月
28
日
日
ま
で

場
所
／
常
陸
風
土
記
の
丘
展
示
室

休
園
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

　

は
翌
日
）

図書館つうしん

時の記憶
シリーズ 151

三村地区から
　出土した人物埴輪

▲三村地区出土の人物埴輪。昭和 36
年刊行の本には既に写真が掲載されて
いるので、発見されたのはそれ以前で
すが、残念ながらどの古墳から出土し
たのかは分かっていません。

三 
９
月
12
日
水
～
20
日
木
は
、

　
　
次
の
施
設
が
休
館
し
ま
す

休
館
す
る
施
設

・
中
央
図
書
館
、
こ
ど
も
図
書
館

　

本
の
森

・
中
央
・
東
地
区
・
城
南
地
区
公

　

民
館
図
書
室

休
館
中
に
返
却
し
た
い
時
は
…

▼
返
却
ポ
ス
ト
（
中
央
図
書
館
玄

　

関
脇
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
の
図
書
は
壊

　

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
返
却
ポ

　

ス
ト
に
入
れ
ず
開
館
日
に
直
接

　

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ

　

い
。
な
お
各
公
民
館
で
も
本
・

　

雑
誌
は
返
却
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

９
月
１
日
～
11
日
は

　
　
貸
出
期
間
を
延
長
し
ま
す

▼
貸
出
期
間
（
雑
誌
は
除
く
）
を

　

３
週
間
に
延
長
し
ま
す
。

【9月の休館日】３日月・10 日月・12 日水～ 20 日木・24 日月・25 日火
※平日は午後 7時まで開館しています。（土日は午後 5時閉館）　問中央図書館　☎ 24‒1507

中央図書館図書館 
　こども図書館本の森
おはなし玉手箱
　１日土午前 10 時 30 分～
ひよこのおはなしかい
　６日木午前 10 時 30 分～
おはなし会
  22 日土午前 10 時 30 分～

中央公民館
おはなしフレンズ
　８日土午後 2 時 30 分～
---------------------------------------------
※申し込みは不要です。すべ
て 30 分程度で、赤ちゃん連れ
でも大丈夫です。安心してお越
しください。

９月の楽しいおはなし会

図
書
整
理
の
た
め

問文化振興課
☎ 43-1111（内線 1323）

▲読み聞かせボランティアの皆さん。季節に
あわせて絵本を選び、手遊びなども取り入れ
たおはなし会です。

一
番
面
白
い
読
み
手
は
誰
だ

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
参
加
者
募
集

▼
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
は
、
読
ん

　

で
面
白
い
と
思
っ
た
本
を
紹
介

　

し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

　

い
投
票
で
１
番
読
み
た
く
な
っ

　

た
本
を
決
定
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
21
日
日

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
次
回
は
11
月
18
日
日
）

※
当
日
は
紹
介
し
た
い
本
を
必
ず

　

１
冊
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
会
議
室

講
師
／
藤
原
龍
一
郎
氏
（
石
岡
市

　

図
書
館
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
象
／
市
民
・
広
域
利
用
者

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

※
２
人
以
上
集
ま
れ
ば
実
施
し
ま

　

す
。
見
学
可
で
す
。

申
込
方
法
／
図
書
館
に
直
接
ま
た

　

は
電
話
で
申
し
込
み

本
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
し
よ
う

\ 今月のこども図書館 特集棚 /
人気作家の絵本特集

「パンダ銭湯」や「うんこ
しりとり」でおなじみの
tuperatupera や「ママがお
ばけになっちゃった！」で有
名なのぶみさん、「りんごか
もしれない」や「りゆうがあ
ります」などが大人気のヨシ
タケシンスケさんなど人気の
絵本作家の作品を集めます！

広報いしおか９月１日号　№３１０　　１８　　　　　　　



石
岡
俚
謡
会国　

府　

篠
原
美
千
代

朝
の
陽
光　

背
中
に
浴
び
て

　

軽
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ　

靴
の
音

下　

林　

加
藤　

弥
生

谷
の
せ
せ
ら
ぎ　

囀
さ
え
ず

る
小
鳥

　

山
家
暮
ら
し
に　

あ
る
至
福

下　

林　

白
井
冨
喜
江

愛
が
伝
わ
る　

倅
せ
が
れ

の
介
護

　

感
謝
笑
顔
の　

車
椅
子

府　

中　

稲
田　

す
み

明
日
の
日
本
を　

西せ

ご郷
ど
ん
達
が

賭
け
た
維
新
へ　

苦
難
道

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

鳳
仙
花
弾
く
力
で
未
来
決
め

東
光
台　

福
田　

泰
夫

釣
瓶
井
戸
西
瓜
冷
え
た
と
昭
和
の
日

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

雲
の
峰
生
き
る
力
の
湧
く
故
郷

総　

社　

山
口
美
津
子

誰
よ
り
も
気
遣
ふ
人
と
夕
端
居

旭　

台　

四
日
市
ゆ
み
子

古
希
の
友
逝
き
て
一
人
の
冷
酒
か
な

や
さ
と
俳
句
会

　

柴　

内　
　

羽
生　

俊

ど
こ
ま
で
も
延
び
る
朝
顔
宙
に
咲
く

太　

田　

越
智　

旅
舟

移
り
来
て
轆ろ

く
ろ轤

回
し
や
夕
蜻
蛉

瓦　

谷　

石
田　

清
美

大
蓮
田
極
楽
浄
土
を
行
く
心
地

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

井　

関　

木
間
塚
具
子

草
を
刈
る
夫
は
手
を
と
め
傍
ら
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
摘
ん
で
く
れ
た
り

石　

岡　

外
川
な
を
み

悲
し
み
を
そ
っ
と
包
ん
で
夜
が
来

て
娘
の
遺
影
と
語
る
ひ
と
と
き

東
光
台　

内
田
千
代
子

霞
ケ
浦
に
死
せ
る
白
鳥
漂
い
て
骨

と
成
り
て
も
姿
を
残
す

山　

崎　

荒
井　

幸
子

凄
ま
じ
き
豪
雨
被
害
に
奪
は
れ
し

数
多
の
命
に
合
掌
の
夏

山　

崎　

鈴
木　

君
江

久
し
ぶ
り
姉
を
訪
ね
て
歌
談
義

気
の
合
う
二
人
に
時
の
短
し

大　

塚　

松
岡　

元
義

食
事
会
敬
老
の
味
身
に
し
み
る

真　

家　

川
崎　

夫
久

つ
つ
ま
し
く
詩
心
も
あ
り
百
二
才

北
根
本　

大
塚　

豊
子

稲
田
上
吹
く
風
涼
し
遠
筑
波

文芸いしおか

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

初
蝶
の
行
方
を
追
い
て
歩
を
向
け

る
陽
を
は
じ
き
咲
く
水
仙
の
群
れ

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

初
夏
の
庭
か
る
鴨
親
子
声
も
な
く

十
二
羽
の
ひ
な
ス
マ
ホ
で
パ
チ
リ

八
郷
短
歌
会月　

岡　

菱
沼
む
免
子

次
々
と
咲
き
登
り
ゆ
く
立
葵
梅
雨

の
さ
庭
に
明
る
く
点
る

片　

野　

小
野
瀬
も
と

今
生
れ
し
黄
の
し
じ
み
蝶
ゆ
ら

ゆ
ら
と
日
向
ぼ
っ
こ
の
吾
が
前

よ
ぎ
る

柿　

岡　

小
林　

渥
子

住
む
人
に
思
ひ
め
ぐ
ら
す
サ
フ
イ

ニ
ア
の
切
り
戻
さ
れ
て
再
び
の
花

東
大
橋　

醍
醐　

正
夫

列
車
み
た
い
な　

通
園
バ
ス
を

　

早
く
来
い
来
い　

待
つ
園
児

山　

崎　

若
色　

茂

夏
の
お
祭
り　

浴
衣
の
姉
が

　

急
に
大
人
に　

見
え
た
夜

鹿
の
子　

田
村
こ
ま
く
さ

庭
に
毒
だ
み　

気
ま
ま
に
生
え
て

　

鎌
の
手
元
に　

鳥
の
声

東
光
台　

福
田　

泰
夫

あ
れ
は
確
か
に　

戦
死
の
兄
の

　

風
に
声
聞
く　

九
段
坂

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
▶本会は、巨樹名木の保全活動をする社会貢
献活動団体です。図録「八郷の巨樹」や「八
郷の巨樹マップ」等の編さん、更に「八郷の
保存樹」の策定と指定等の経験を生かした本
会の活動内容をご紹介します。
・巨樹巡礼（県内外の巨樹観察研修会 年 3 回、　
延べ 39 回開催）
・保存樹巡視管理活動（所有者・地域の啓蒙）
・朝日里山学校  の  
    藤管理作業（草 
   刈り・剪定）
・藤の花を愛で  
  る会（お花見会）

・巨樹を語る会（新年会）・その他
　しかし既に歴史的巨樹が数本姿を消し、今
や巨樹は絶滅危惧樹の心配さえ感じます。こ
のような危機に向き合いながら巨樹愛護世論
の高揚に向け、会員一同、矜持を持ち取り組
んでいます。

第 1 回  八郷巨樹の会

　　　　　　　１９　　広報いしおか９月１日号　№３１０
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小坂怜
れいた

大ちゃん
（７か月）

茨城
いたずらっこのや
んちゃ君！ミッ
キーマウスが大好
きです♡ミッキー
みたいに優しい男
の子に育ってね！

古木佑
ゆうや

弥ちゃん
（２か月）

石岡
いつもにこにこ！
元気いっぱ い。
キックや手足の動
きが豪快！健康で
元気に育ってね！

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を
　広報紙に掲載しませんか？
■メールに写真を添付してお送りください。
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よ
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置
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の
薬
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様
の
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仏
教
議
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行

う
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ど
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名
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筑
波
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面
薬
師
は
、
そ
の
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法
師
の
活
動
と
結
び
つ
い
た
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教
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跡
で
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。
小
幡
の
薬
師
様
は
、

山
寺
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廃
寺
と
な
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た
後
、
本
尊

は
小
幡
の
薬
王
院
、
薬
師
堂
は
国
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寺
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と
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れ
ま
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た
が
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他

の
３
か
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薬
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様
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よ
る
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失
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を
乗
り
越
え
て
今

も
人
々
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

今

集合場所／いしおかイベント広場
コース    ／菖蒲沢薬師堂・東城寺（土浦市）・椎尾山薬王院（桜川市）他
申込方法／往復はがきに「市民史跡めぐり希望」と書き、①住所②氏名　　
　③年齢④電話番号⑤希望人数（1枚で 2人まで）を明記の上、文化振興　　
　課（〒 315-0195 石岡市柿岡 5680-1）に申し込み。9月 14日金必着。
　※ 1枚のはがきで 2人申し込む場合は①～④までを 2人分記入。定　
　員を超えた場合は抽選。結果は申込者全員に返信用はがきで通知。 
ご注意  ／昼食はご持参ください。
　　　　　 階段が多いので、歩きやすい服装でご参加ください。
問い合わせ　文化振興課　☎43‒1111（内線1324）

往復はがきに「市民史跡めぐり希望」と書き、①住所②氏名　　
　③年齢④電話番号⑤希望人数（1枚で 2人まで）を明記の上、文化振興　　

伝説の薬師様に、会いに行く旅へ

平成30年9月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎0299‐23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1
ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールkouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　　　 
　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

筑
波
四
面
薬
師
め
ぐ
り

石
岡
市
民
の
日
・
記
念
事
業

定員
30人

９月30日 日
午前9時～午後４時 30分（雨天決行）
※参加費無料

▲菖蒲沢薬師堂



   石岡を
  \ 知り・学び・楽しむ日 /10月1日は、

  石岡市民の日 市民の日は、一人ひとりが、ふるさ
と石岡市に誇りと愛着をもち、郷

土の歴史や豊かな自然を未来に引き継ぐ
とともに、魅力ある石岡市を築き上げる
ことを目指し定められました。

石岡市民憲章（平成27年10月1日制定）
　わたしたちは、ふるさとを誇り、活力と生きがいに満ちた平和なまちをつくるため、ここに市民
憲章を定めます。
　１　力を合わせ、みんなが集まる魅力あるまちをつくります。
　１　きまりを守り、安全で安心して暮らせるまちをつくります。
　１　互いを尊重し、笑顔と思いやりのあるまちをつくります。
　１　色彩豊かな自然を生かし、きれいで快適なまちをつくります。
　１　歴史と伝統に学び、文化を育むまちをつくります。
　１　情熱をもって仕事にはげみ、夢と希望あふれるまちをつくります。

市民の日を記念した催し多数！
1 石岡市表彰式典
▶市政に対する功労者や、これまで石岡市の発展にご尽力いただいた方々を表彰します。
日時／ 10 月 6日土　午後 1時 30分から
場所／石岡市民会館
問秘書広聴課　☎ 23̶1111（内線 217）

2 ふるさと学習サミット New!
▶市内小・中学校の代表者が、市の歴史や文化などを学ぶ「ふるさと学習」の取り組みの
成果を発表します。パネルディスカッションや各校の展示なども行います。
日時／ 10 月 6日土　午後２時 10分開始（予定）※1石岡市表彰式典終了後
場所／石岡市民会館
※当日会場で、小・中学生が使用しているふるさと学習のテキストを特別販売します。
問教育総務課指導室　☎ 43̶1111（内線 1264）

3 市民史跡めぐり「筑波四面薬師めぐり」
日にち／ 9 月 30 日日　定員 30人まで
※申込方法など詳しくは広報石岡（本号）の裏表紙をご覧ください。
問文化振興課　☎ 43̶1111（内線 1234）

4 市内の子どもたちへ「市民の日献立給食」
▶市内小・中学校で、地元食材を多く使用した献立給食を実施します。
日にち／ 3つのエリアに分け、9月 27日木・28日金・10月 1日月に実施
問学校給食課　☎ 22̶6286
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